
KEYTEC
ストラクチャスキャンSIR-EZ XT

Scan EZモード

操作マニュアル



①-1 ｽﾄﾗｸﾁｬｽｷｬﾝSIR-EZ XT本体の説明

前面

※レーザーを直視しないこと

①-2 ｽﾄﾗｸﾁｬｽｷｬﾝSIR-EZ XT本体の説明

背面

②基本操作

1.バッテリースロットにバッテリーを入れます。 カチッと鳴るまで優しく差し込む。
2.電源ボタンを押すと青く点滅します。数秒後システムが起動し、メインメニュー
画面が開きます。

※XTは節電機能のスリープモードを搭載しているため、スリープモード時は
画面が真っ暗になり、電源ボタンが青く点滅します。
操作ボタンのいずれかを押すと解除されます。

③ メインメニュー画面



④ Scan EZモード

②Scan EZモード 測定前設定
深度 10,20,30,40,50,60cmから測定する深度範囲を選択します。

厚さ＋10cmの設定が推奨されています。

コンクリート(比誘電率) XTは自動で比誘電率を算出する機能が搭載されています。
通常は比誘電率6～8【弱乾燥(6.25)】が推奨されています。

①ScanEZモードを選択します。

①

②

⑤ 測定方法

ハンドル部分を持ち、トリガーボタンか【スキャン】 を
押すと測定開始します。
コンクリートの上（測定面）を前進させ、波形を出します。

⑥測定画面

※Aモード波形は表示できません。
Scan Maxモードは表示できます。

⑦ 測定中設定

※波形が見やすくなります。

測定中にXTを後退させると
メニューが切り替わります。



⑧ プロット方法 ⑨測定データの再生

⑩ データ保存 ⑪-1 キューブアンテナ

狭所・入隅・壁際・円形構造物の探査に便利



⑪-2 キューブアンテナ ⑪-3 キューブアンテナ(脱着方法)

※脱着の際は電源OFF、バッテリーを
抜いてから行って下さい。

⑪-4 キューブアンテナ（脱着方法） ⑫ 使い方動画あります(KEYTEC社より) 

専用のドライバーを用いてハンドルを
取り外します。

専用のドライバーを用いてキューブ
アンテナを取り付けます。


